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概 要

明治４０年（1907年）６月２２日に東北帝国大学の創立と共に、その分科大学とし理科大学が仙台に、農科

大学が札幌に設定された。理学部は、この理科大学に端を発し、本学で最も長い伝統を持つ学部である。

明治44年（1911年)、当時の内務大臣原敬の財政顧問であった古河虎之助並びに宮城県等からの寄付を基

礎にして、片平地区に理科大学の建物群が竣工した。同年９月先ず数学・物理学・化学の３学科が海外留

学から帰朝した初代教授陣をもって発足し、次いで翌45年（1912年）には地質学科が発足した。

大正８年（1919年）理科大学は理学部となり、その後、大正１１年（1921年）の生物学科開設をはじめ学

科、講座等も次第に拡充され、東京、京都と並ぶＢ本の理学教育・研究の拠点として発展を重ねた。昭和２０

年（1945年）７月１０曰第２次世界大戦未の仙台大空襲によって建物の大部分が焼失するなど大きな被害を受

けたが、戦後の学制改革により昭和24年(1949年)新制東北大学の理学部として再発足し、昭和３６年(1961

年）までには建物も復興されて戦災の痛手から立ち直り、新しい発展の時代を迎えた。

昭和28年（1953年）３月に大学院理学研究科が設置され、数学、物理学、化学、地学、生物学及び地球物

理学の６専攻が発足したが、昭和３２年（1957年）４月に原子核理学専攻、昭和３３年（1958年）４月に天文

学専攻が設置された。更に昭和37年（1962年）４月及び昭和39年（1964年）４月に化学第二学科及び物理

学第二学科がそれぞれ増設されたことに伴い昭和４１年(1966年）４月に化学第二専攻及び昭和４３年(1968

年)４月に物理学第二専攻が設置され、理学部・理学研究科の教育研究活動は質・量ともに大幅に拡充された。

昭和４４年（1969年）から同54年（1979年）にかけて片平地区からの移転整備が推進され、青葉山地区に

緑豊かなキャンパスが完成した。更に、平成８年（1996年）から開始された物理研究実験棟の落成により、

大きく姿を変えはじめている。当地は西に蔵王連峰を、東に仙台市街をはさんで遠く太平洋を望む高爽の地

であり研究と勉学にふさわしい環境に恵まれている。

平成６年～同７年（1994年～1995年）には、大学院理学研究科の重点化整備が行われ、それに伴い専攻の

再編、大学院の大講座化学部の大学科目化等が進められるとともに、大学院の学生定員が大幅に増員され、

従来の理学部１部局から理学研究科及び理学部の２部局制となった。

現在７学科、７学科目９附属教育・研究施設（2学部内施設を含む｡)、大学院理学研究科６専攻28講座

（大講座）と学部収容定員1,296人、大学院収容定員博士前期課程524人、博士課程後期課程390人、教職

員371人を擁し、我が国の理学部中最大級の規模を有している。

本研究科・学部は、創立以来我が国における理学の教育・研究の－大中心として、15,942人の学士、7,306人

の修士及び2,283人の博士など多くの人材を世に送り、すぐれた研究業績を挙げ社会に貢献してきた。特に

研究尊重の精神は創立以来今日に至るまで絶えることなく受け継がれている。世界のトップレベルにある研

究者達が、純理論的研究から様々な新しいアイデアによる実験的研究に至るまで活発な研究活動を展開して

おり、これら先端研究は極めて多彩である。

一方、大正２年（１９１３年）に我が国で初めて女子学生の入学を許可するなど、広く内外に門戸を開き、

教育・研究を通じて国内及び国際交流も極めて盛んである。多くの教職員・学生の海外への派遣及びﾀﾄ国人

留学生、外国人研究者の受入れあるいは国際共同研究の実施や国際学会の主催等が曰常的に行われており、

理学研究科・理学部の教育・研究内容は国際的にも高い評価を受けている。
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勅令第236号により仙台の理科大学及び札幌の農科大学の２分科大学をもって

東北帝国大学として創立

省令第35号により、明治44年１月１日理科大学開設公示

省令第１２号により、数学、物理学、化学及び地質学の４学科を置く。前３学科

は同年９月１１日開講

初代理科大学長ﾉ｣U||正孝（化学）就任

向山に附属観測所設置

省令第１０号により地質学科開講

臨時理化学研究所設置

省令第１０号により応用化学科設置

勅令第１３号により理科大学は理学部となる。

2代学部長林鶴一(数学)就任、工学部設立とともに応用化学科は工学部に所

属換となる。

勅令第395号により地球物理学講座及び鉄鋼学講座詔置

省令第26号により生物学科設置

臨時理化学研究所廃止

文部省告示第263号により第九臨時教員養成所が東北大学に附設、数学科、物

理化学科を置く。

3代学部長日下部四郎太（物理）就任

勅令第157号により青森市浅虫に附属臨海実験所設置

4代学部長に藤原松三郎（数学）就任

地質学科が地質学古生物学（現在の地圏環境科学科）及び岩石鉱床学（現在の

地球物質科学科）の２学科に分離

5代学部長に真島利行（化学）就任

6代学部長に小林綴（物理）就任

青森市酸ケ湯に附属八甲田山植物実験所設置

文部省告示第８１号により第九臨時教員養成所廃止

勅令第274号により天文学講庫詔置

7代学部長窪田忠彦（数学）就任

8代学部長藤原松三郎（数学）再任

9代学部長小林巖（物理）再任

文部省告示第54号により仙台臨時教員養成所数学科設置

地球物理学科設置

勅令第24号により地球物理学が物理学教室から分離、独立教室（現在の宇宙地

球物理学科）となる。

勅令第372号により地理学講座（現在の地圏環境科学科）設置

勅令第205号により帝国大学官制公布、同時に東北帝国大学官制廃止
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このときにおける講座数、定員数は以下のとおりである。

講座数36、教授36、助教授29、助手49、事務官２

地理学科設置（現在の地圏環境科学科）

10代学部長高橋純一（岩石）就任

女｣||に附属女｣||地震津波地磁気観測所設置

政令第204号により東北帝国大学は東北大学に改められた。

仙台臨時教員養成所廃止

11代学部長山田光雄（物理）就任

福島県猪苗代呵翁島に附属開発地理学研究所設置

法律第150号により学制改革に伴い国立学校設置法が公布され、新制大学が発足．

同時に帝国大学官制廃止、あらたに国立大学として東北大学が設置され、理学部に

は数学科、物理学科、化学科、地学料地学第一、地学科地学第二、地学科地学第三、

生物学科、天文及び地球物理学科第一並びに天文及び地球物理学科第二が置かれた。

12代学部長渡辺萬次郎（岩石）就任

附属観測所が法律第22号により附属地麗観測所となる。

政令第５１号により大学院理学研究科設置

省令第９号により地学科地学第三は、地学科地理学となる。

文部省告示第４１号により理学研究科に数学、物理学、化学、地学、生物学及び

地球物理学の６専攻を置く。

省令第23号により本学部に置かれる講座の種類及び数が定められた｡即ち､数

学５講座、物理学５講座、鉄鋼学３講座、化学５講座、量子化学１講座、地質

学２講座、古生物学１講座、岩石鉱物学２講座、鉱床学２講座、地理学１講座、

生物学６講座、天文学１講座及び地球物理学３講座が設置された。

１３代学部長藤瀬新一郎（化学）就任

宮城呉蔵王町運刈田に附属遠ﾒﾘ田夜光観測所設置

省令第７号により附属女｣||地霞津波地磁気観測所が官制化され理学部附属地磁

気観測所となる。

理学研究科原子核理学専攻設置

理学研究科に天文学専攻設置

仙台市青葉区｣||内に附属青葉山植物園詔置

省令第６号により植物園(従来の青葉山植物園)が官制化され理学部附属となる。

省令第１１号により化学第＝学科設置

１４代学部長元村勲（生物）就任

省令第３号により数学科改称

省令第１２号により物理学第二学科設置

省令第１７号により秋田県に附属能代地殻変動観測所設置

15代学部長山本義一（地球物理）就任

省令第22号により附属地震観測所は附属青葉山地震観洞断に、附属能代地殻変動

観測所は附属秋田地殻変動観測所に改正、八甲田山植物実験所が官制化され理学



昭４１．４ 部附属となる。また、省令同号により仙台市太白区富沢に附属原子核理学研究施

設、秋田県本荘市に附属本荘地震観測所新設、理学研究科に化学第二専攻設置

省令第１１号により岩手呉三陸町に附属三陸地殻変動観測所設置

省令第'３号により学科序列のうち天文及び地球物理学科第一、同第二が物理学

第二学科の次に入ることに改正された。

理学研究科に物理学第二専攻設置

16代学部長加藤陸奥雄（生物）就任

省令第１８号により岩手呉遠野市に附属北上地震観測所設置

省令第１３号により仙台市青葉区荒巻字青葉（以下「青葉山地区」と略称）に附

属泡箱写真解析施設設置

16代加藤学部長が学長に就任、１７代学部長鈴木次郎（地球物理）就任

省令第１ｏ号により附属超高層物理学研究施設が設置され､夜光観測所が附属超

高層蔵王観測所となる。

省令第１３号により仙台市青葉山地区に附属地震予知観測センター設置

１８代学部長森田章（物理）就任

１９代学部長武田暁（物理）就任

省令第１０号により仙台市青葉山地区に附属化学機器分析センター設置

省令第８号により仙台市青葉山地区に附属超低温実験施設設置

開発地理学研究所を福島県猪苗代町翁島より同県猪苗代町芹沢に移転し、新設

20代学部長伊東微（化学二）就任

省令第５号により青葉山地区に附属光エネルギー化学実験施設設置

附属超高層物理学研究施設が青葉山地区に設置された。

21代学部長武田暁（物理）再任

22代学部長小西和彦（生物）就任

省令第12号により附属超低温実験施設が廃止され､附属極微少エネルギー物理学実験施設が設置

植物園記念館が附属植物園内に建設された。

省令第１０号により附属光エネルギー化学実験施設が廃止

省令第１７号により附属青葉山地震観測所が廃止され､附属地麗予知観測センター

が附属地震予知・噴火予知観測センターに改められ、附属有機ケイ素材料化学

実験施設が青葉山地区に設置された。

23代学部長黒田正（数学〉就任

省令第24号により附属秋田地殻変動観測所及び附属本荘地震観測所が附属曰本

海地域地霞観測所に改められた。

24代学部長櫻井英樹（化学）就任

省令第１５号により附属大気海洋変動観測研究センター設置

数理科学記念館が青葉山地区に建設された。

省令第１９号により附属三陸地殻変動観測所及び附属北上地麗観測所が附属三陸

地域地震観測所に改められた。

省令第９号により天文及び地球物理学科第一、天文及び地球物理学科第二を字
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宙地球物理学科に地学科地学第一、地学科地理学を地圏環境科学科に、地学

科地学第二を地球物質科学科に改称

25代学部長田中正之（大気海洋）就任

省令第８号により物理学第二学科が物理学科に統合・改組

省令第９号により理学研究科物理学専攻、天文学専攻、地球物理学専攻及び地

学専攻が整備（重点化）

省令第１０号により化学第二学科が化学科に統合・改組

省令第10号により理学研究科数学専攻、化学専攻及び生物学専攻が整備(全専攻が重点化）

自然史標本館設置

附属極微少エネルギー物理学実験施設が時限到来により廃止（東北大学低温セ

ンターと統合改組し，東北大学極低温科学センター設置）

26代学部長・研究科長荻野博（化学）就任

省令第１８号により附属有機ケイ素材料化学実験施設廃止(反応化学研究所附属

有機資源・材料化学研究センターに統合・改組）

附属植物園本館が建設された。

省令第１３号により、附属地震予知・噴火予知観測センター、附属曰本海地域地

震火山観測所及び附属三陸地域地震火山観測所が附属地震・噴火予知研究観測

センターヘ統合・改組

省令第２１号により、附属泡箱写真解析施設が研究科附属ニュートリノ科学研究

センターに改組・転換

省令第２１号により、附属核理学研究施設、附属超高層物理学研究施設、附属地

磁気観測所、附属地麗・噴火予知研究観測センター、附属大気海洋変動観測研

究センター及び附属化学機器分析センターが研究科附属施設に転換

省令第１２号により、附属超高層物理学研究施設、附属地磁気観測所が附属惑星

プラズマ・大気研究センターヘ統合・改組

省令第１２号により、附属臨海実験所、附属植物園、附属八甲田山植物実験所

が研究科附属施設に転換

２７代学部長・研究科長佐藤繁（物理）就任

省令第１１号により大気海洋変動観測研究センター時限により廃止・新設

政令第１５１号により理学研究科生物学専攻が生命科学研究科に転換

２８代学部長・研究科長鈴木厚人（附属ニュートリノ科学研究センター）就任

国際交流推進宰詔壱

国立大学法人法（平成１５年法第１１２号）により、東北大学は国立大学法人東

北大学となった。

附属化学機器分析センターを附属巨大分子解析研究センターに改組・整備

附属臨海実験所を附属浅虫海洋生物学研究センターに名称変更

附属八甲田山植物実験所は附属植物園と統合し八甲田山分園とした

２９代学部長・研究科長橋本治（物理）就任

附属浅虫海洋生物学研究センターが廃止され、生命科学研究科附属に移行した。

附属植物園が廃止され、学内共同教育研究施設へ移行した。
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歴代学部長（研究科長）

－６－ 

歴代 氏名 学科等 期間 備考

初代 小」|｜正孝 化学 明４４４．２５～大８．３３１ 理科大学長

大８．４．１～大８．６２９ 理学部長

２代 林鶴一 数学 大8.6.30～大12.629

３代 日下部四郎太 物理 大１２６．３０～大1３．７．３ 大１３７．３死去、林前学部長が学
部長代理となる。

４代 藤原松三郎 数学 大13.7.25～大15.7.24

５代 真島利行 化学 大15.7.25～昭３．７２４

６代 小林巖 物理 昭3.725～昭１１．７．２４

７代 窪田忠彦 数学 昭１１．７２５～昭14.3.30

８代 藤原松三郎 数学 昭１４３３１～昭15.10.4

９代 小林巌 物理 昭15.10.5～昭21.10.4

１０代 高 橋純一 岩石 昭２１ｊ0.5～昭２４．３３０

１１代 山田光雄 物理 昭24.3.31～昭26.3.31

１２代 渡辺萬次郎 岩石 昭２６．４．１～昭30.3.30

１３代 藤瀬新一郎 化学 昭30.331～昭37.3.31

１４代 フ□ 村勲 生物 昭３７．４．１～昭40.1ｔ3０

１５代 山本義一 地球物理 昭40.12.1～昭4４３．３１

１６代 加藤陸奥雄 生物 昭４４．４．１～昭46.4.30

１７代 鈴木次郎 地球物理 昭46.6.10～昭４９．６．９
前学部長、学長就任のため昭46.5.1～
46.6.9学部長事務取扱となる。

１８代 森田章 物理 昭49.6.10～昭５ｔ６．９

１９代 武田暁 物理 昭51.6.10～昭５４．６．９

20代 伊東轍 化学 昭５４６．１０～昭５７．６．９

21代 武田暁 物理 昭57.6.10～昭６０６．９

22代 小西和彦 生物 昭６０６．１０～昭６３６．９

23代 黒田正 数学 昭６３６jO～平２．３．３１

24代 櫻井英樹 化学 平２．４．１～平５．３．３１

25代 田中正之 大気海洋 平５．４１～平８．３．３１

26代 荻野博 化学 平８．４．１～平１１．３．３１ 学部長・研究科長

27代 佐藤繁 物理 平１１．４．１～平１４３．３１ 学部長・研究科長

28代 鈴木厚人 ニュートリ／ 平１４．４．１～平17.3.31 学部長・研究科長

29代 橋本治 物理 平１７．４１～ 学部長・研究科長



。

歴代事務長

－７－ 

氏名 期間 備考

山本順恵 昭24.5.31～昭25.628

柴田大三 昭25.8.15～昭27.6.30

曽我紳司 昭２７．７．１～昭37.630

菅 場利春 昭37.7.16～昭43.3.31

山田利雄 昭４３．４．１～昭47.331

武田松一 昭４７．４．１～昭52.3.31

阿部栄一 昭５２．４．１～昭5４３３１

汲）'’六郎 昭５４４１～昭55.3.31

洞□英夫 昭５５．４．１～昭59.3.31

桃井辰一郎 昭59.41～昭63.331

大場隆志 昭６３．４．１～平２．３．３１

酒井良樹 平２．４．１～平３．３．３１

猪狩勉 平３４．１～平６．３．３１

阿部経三 平６．４．１～平８３．３１

金田一夫 平８４．１～平１ｔ３．３１

大森光徳 平１１．４．１～平1４３．３１

長谷)|｜征喜 平１４．４．１～平15.3.31

荒井勝則 平１５．４．１～平17.6.30

渋谷幸雄 平１７．７．１～



機構

大学院

（博士課程）

１ 

数学専攻

物理学専攻

天文学専攻

地球物理学専攻

化学専攻

地学専攻

生物学専攻※

原子核理学研究施設

巨大分子解析研究センター

大気海洋変動観測研究センター

地魑・噴火予知研究観測センター

ニュートリノ科学研究センター

惑星プラズマ・大気研究センター

理学研究科

(研究科長）

橋本 治

研
究
科
委
員
会

教
授
会

(附属施設）
(副研究科長）

大槻憲四郎

小薗英雄

福村裕史

(研究科長補佐）

村上洋一

岩崎俊樹

※平成13年３月３１日に在学する者が、当該専

攻に在学しなくなる曰までの間、存続する。

－８－ 



２学部

数学科

物理学科

宇宙地球物理学科

化学科

地圏環境科学科

地球物質科学科

生物学科

理学部

（学部長）

橋本

開発地理学研究所（学部内施設）

自然史標本館（学部内施設）

庶務係

人事係

学部教務係

大学院教務係

学生支援係

３事務部

財務運用係

経理係

用度係

施設管理係

事務部 専門職員

専門職員

専門職員

(物理系担当）

(化学担当）

(総合学術博物館担当）
(事務長）

渋谷幸

(事務長補佐

吉田達

早坂英

原子核理学研究施設事務係

数学専攻

物理系専攻

化学専攻

地学専攻

生物学科

－９－ 



４専攻及び講座（理学研究科）

－１０－ 

専攻・講座名（講座数：２８） 専攻設置年 専攻長 備考

数学専攻（５講座）

代数学講座

幾何学講座

解析学講座

多様体論議座

応用数理講座

昭2８１ 石田正典

物理学専攻（７講座）

量子基礎物理学講座

素粒子・核物理学講座

電子物理学講座

量子物性物理学講座

固体統計物理学講座

相関物理学講座

領域横断物理学講座

昭２８ 江澤潤一

天文学専攻（２講座）

天文学請座

理論天体物理学講座

昭３３ 土佐誠

地球物理学専攻（４講座）

固体地球物理学講座

太陽惑星空間物理学講座

流体地球物理学講座

地球環境物理学講座

昭２８ 佐藤春夫

化学専攻（５講座）

無機・分析化学講座

有機化学請座

物理化学講座

境界領域化学講座

先端理化学講座

昭２８ 飛田博実



※平成13年３月３１日に在学する者が、当該専攻に在学しなくなる曰までの問、存続する。

５学科及び学科目

(備考）平成６年度より、物理学第二学科は物理学科に平成７年度より、化学第二学科は化学科に、そ

れぞれ統合・改組された。

－１１－ 

専攻・譜座名 専攻設置年 専攻長 備考

地学専攻（５講座）

地圏進化学講座

環境地理学講座

地球惑星物質科学講座

環境動態論講座

比較固体惑星学講座

昭２８ 吉田武義

生物学専攻※ 昭２８ 山 うて 大輔

学科名 学科目名 学科設置年 学科長及び学科委員

数学科 数学 明４４ 学科長：石田正典

学科委員：石田正典・高木泉

物理学科 物理学 明４４ 学科長：江澤潤一

学科委員：江澤潤一・青木晴善

山□昌弘

宇宙地球物理学科 宇宙地球物理学 大９ 学科長：±佐誠

学科委員：±佐誠・佐藤舂夫

化学科 化学 明４４ 学科長：飛田博実

学科委員：飛田博実・上田実

地圏環境科学科 地圏環境科学 明４４ 学科長：箕浦幸治

学科委員：箕浦幸治・曰野正輝

地球物質科学科 地球物質科学 明４４ 学科長：吉田武義

学科委員：吉田武義

生物学科 生物学 大１１学科長：山

学科委員：山

うて

元

大輔

大輔



６附属施設

（１）研究科附属

(2)学部附属

職員数
(平１８．４１現在）

※（）書きは外数で、客員2名及び連携委嘱24名（教授14名、助教授10名）を示す。

《》書きは内数で、北青葉山分館職員を示す。

［］書きは外数で、休職者を示す。

外部資金等により雇用する任期付常勤教員を含む。

－１２－ 

施設・部門名 設置年 施設の長 備考

原子核理学研究施設

(３研究部門）

電子ライナツク研究部門

電子線反応研究部門

核内クォーク研究部門 １１２３ ４４４１ 昭昭昭平
笠木治郎太

時限（平２３．３．３１）

巨大分子解析研究センター 昭５３ 平間正博 (平１６．４１i]Ｍ蝿）

大気海洋変動観測研究センター

(４研究部）

大気変動研究部

海洋変動研究部

熱流量研究部

大気海洋環境研究部

２ 

３ 

１ 

ケク

ク

平

平

中澤高清 時限（平２２．３．３１）

地震・噴りし予知研究観測センター

(３研究部）

地震予知観測研究部

火山噴火予知観測研究部

海域総合観測研究部

昭６２

ク

ク

平９

長谷ｌｌｌ昭

ニュートリノ科学研究センター

(２研究部）

－ユートリノ物理研究部

微弱光計測研究部

平１０

′ 

' 

井上邦雄 時限（平２０．３．３１）

惑星プラズマ・大気研究センター

(２研究部）

惑星電波観測研究部

惑星分光観測研究部

平１１

〃

' 

岡野章一 時限（平２１．３．３１）

施設名 設置年 施設の長 備考

開発地理学研究所 昭２６ 今泉俊文

自然史標本館 平７ 永廣昌之

区分 教授 助教授 講師 助手 事務職員
技術系

職員
計

客員

連携

委嘱

計 ｊｊｊ５ ＣＤＢ８ ③⑥刃 ７ 

[1］ 

93[1］ 

[2］（４） 

61[2］ 4３ 

(2) 

(１０） 

(１４） 

[3]（４） 

368[3］ 



生学

１学生定員及び現員

(1)大学院学生

(平１８．４．１現在）

￣ 

GｊＤ 

※平成１３年４月１日付けで生命科学研究科の新設に伴い生物学専攻が廃止された。

前期２年の課程

年 ２年 計

定員 現員 定員 現員 定員 現員

後期３年の課程

年 ２年 ３年 計

定員 現員 定員 現員 定員 現員 定員 現員

数学専攻

物理学専攻

3８ 

9１ 

3５ 

8４ 

3８ 

9１ 

3５ 

100 

7６ 

182 

7０ 

184 

1８ 

4６ 

７ 

2４ 

1８ 

4６ 

1５ 

1７ 

1８ 

4６ 

1５ 

4１ 

5４ 

138 

3７ 

8２ 

天文学専攻 ９ ７ ９ 1５ 1８ 2２ ４ ５ ４ ４ ４ ５ 1２ 1４ 

地球物理学専攻 2６ 3４ 2６ 3０ 5２ 6４ 1３ ８ 1３ 1２ 1３ 1７ 3９ 3７ 

化学専攻 6６ 6７ 6６ 5９ 132 126 3３ 2２ 3３ 2５ 3３ 4０ 9９ 8７ 

地学専攻 3２ 3１ 3２ 3８ 6４ 6９ 1６ 1０ 1６ 1０ 1６ 3０ 4８ 5０ 

※ 

生物学専攻 １ 

計 262 258 262 277 524 535 130 7６ 130 8３ 130 149 390 308 



(2)学部学生

(平１８．４．１現在）

脾凸

凸

数学科

系

ＵＯ 

理学科

宇宙地球物理学科

化学科

学
系

学科

｜地球物質科学科

生物学科

年

定員

4５ 

7８ 

4１ 

7０ 

3０ 

2０ 

4０ 

現員

5３ 

125 

7４ 

5６ 

4７ 

２年

定員 現員

4５ 5６ 

7８ 

4１ 

122 

7０ 7７ 

3０ 

2０ 

5２ 

4０ 4７ 

３年

定員 現員

4５ 4８ 

7８ 8６ 

4１ 4１ 

7０ 7４ 

3０ 3６ 

2０ 1４ 

4０ 5２ 

４年

定員 現員

4５ 5７ 

7８ 108 

4１ 4２ 

7０ 9２ 

3０ 

2０ 

4０ 

2７ 

4０ 4９ 

計

定員 現員

180 214 

312 

164 

280 

524 

317 

120 

8０ 

225 

160 195 

計 324 355 324 354 324 351 324 415 1,296 1,475 



(3)研究生及び科目等履修生
(平１８．５．１現在）

２平成18年度入学者選抜状況

(1)大学院学生

（）内は、外国人留学生で、内数である。

(2)学部学生

(1)※印は、特別選抜私費外国人で、タト数である｡(定員外）
○印は、特別選抜帰国子女で、タト数である。（定員外）

－１５－ 

～ 研究生 科目等履修生 特別聴講学生 特別研究学生

学部 ２ ５ ７ 

大学院 2４ 0 ３ 

前 期２年の課程

募集

人罠

志願

者数

志願

倍率

入学

者数

後期３年の課程

募集

人員

進学

者数

編入学

者数
合計

数学専攻 3８ 5２ 1.4 3５ 1８ ７ ０ ７ 

物理学専攻 9１ 117(1) 1.3 84(1) 4６ 2１ ３ 2４ 

天文学専攻 ９ 2５ 2.8 ７ ４ ５ ０ ５ 

地球物理学専攻 2６ 48(1) 1.8 34(1) 1３ ８ ０ ８ 

化学専攻 6６ 78(2) 1.2 67(１） 3３ 20(2) 2(1) 22(3) 

地学専攻 3２ 39(1) 1２ 31(1) 1６ ９ 1(1) １０(1) 

計 262 359(5) 1.4 258(4) 130 70(2) 6(2) 76(4) 

区分 募集人員 志願者数 志願倍率 受験者数 合格者数 入学者数

般
選
抜

前期日程

１後期日程

229 

5８ 

467 

○１※２ 2.0 

416 7.2 

458 
○１※２ 

232 

247 
※２ 

240 
※２ 

6９ 6４ 

ＡＯ入試Ⅱ期 3７ 105 2.8 105 4９ 4９ 

計 3241 ○１ 
９８８１ 
※２１ 3２ 

795 
○１※２ 

365 
※２ 

353 
※２ 



３修了者及び卒業者

（１）大学院修了者

※東北大学大学院通則第３４条第３項による修了者を含む。

(2)学部卒業者

次のページに続く→

-１６－ 

前期２年の課程

昭３０．３～
平１７．３

平１７．４～
平18.3

計

後期３年の課程※

昭３０．３～
平１７．３

平１７．４～
平１８．３

計

数学専攻 625 2５ 650 5１ ８ 5９ 

物理学専攻 1,495 7３ 1,568 389 1３ 402 

物理学第 専攻 371 ０ 371 1１１ ０ 1１１ 

原子核理学専攻 397 0 397 209 ０ 209 

天文学専攻 201 1２ 213 9０ ６ 9６ 

地球物理学専攻 665 3２ 697 153 ７ 160 

化学専攻 1,469 6４ 1’533 554 2３ 577 

化学第 専攻 505 ０ 505 190 0 190 

地学専攻 732 2７ 759 224 1３ 237 

生物学専攻 613 0 613 241 242 

計 7,073 233 7,306 2,212 7１ 2,283 

東北帝国大学

理科大学 理学部

大３．７～
大７．１２

大８６～
昭２２．９

東北大学

理学部(|B制）

昭２３．３～
昭２９．３

理学部（新制）

昭２８．３～
平９．３

平９．４～
平１８．３

合計

数学科 2３ 404 117 1,564 387 2,068 

物理学科 3５ 418 1４１ 1,600 671 2,412 

物理学第 学科 1,083 ２ 1,085 

宇宙地球物理学科

(天文分野）

天文地球物理学科第一

宇宙地球物理学科

(地球物理分野）

(天文地球物理学科第二）

1１ 4９ 

316 

625 

426 1,416 



１６ページの続き→

４論文提出による博士の学位授与者

(1)学位令（大正９年７月６日勅令第200号）に基づくものg44人

(2)学位規則（昭和28年文部省令第９号）に基づくもの

－１７－ 

東北帝国大学

理科大学 理学部

大３．７～
大７．１２

大８．６～
昭２２．９

東北大学

理学部(|曰制）

昭２３．３～
昭２９．３

理学部（新制）

昭２８．３～｜平９．４～
平９．３１平１８３

合計

化学科

化学第 学科

4２ 500 169 1,481 

1,004 

609 3,263 

地圏環境科学科

(地質分野）

（ 地質学古生物学料地学科地学第一） 

（地質学科）

地圏環境科学科

(地理学分野）

（ 
地理学科
地学科地理学 ） 

2０ 

165 

1４ 

5７ 

3４ 

477 

373 

242 1,183 

地球物質科学科

（ 岩石鉱物鉱床学科地学科地学第二） 
196 8５ 623 

剛１
872 

生物学科 193 7４ 1,160 388 1,622 

計 120 1,901 726 10,306 2,889 13,921 

合計 1５，９４２ 

年度 平成６年度 平成７年度 平成８年度 平成９年度 平成10年度 平成11年度

人数 1８ 1６ 2２ 2０ 2１ 2１ 

累計 1,058 1,074 1,096 1．１１６ Ｍ３７ 1.158 

年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度

人数 1４ 1７ ７ 1１ ６ ８ 

累計 1.172 1.189 1.196 1,207 1,213 1,221 



５平成17年度修了者及び卒業者進路状況

(1)大学院修了者

(2)学部卒業者

－１８－ 

修了者 進学者 就職者
Ｂ 
振
特；：

研究員

研究生等
その他

前期２年の課程 233 7１ 148 ２ 1２ 

後期３年の課程 7１ ０ 2４ ７ 2８ 1２ 

計 304 7１ 172 ７ 3０ 2４ 

卒業者 進学者 就職者 研究生等 その他

数学科 4０ 2８ ９ ０ ３ 

物理学科 7９ 6７ ８ ０ ４ 

宇宙地球物理学科 4４ 3３ ５ ０ ６ 

化学科 7４ 6８ ３ ０ ３ 

地圏環境科学科 2３ 1４ ５ 0 ４ 

地球物質科学科 1７ 1４ ３ ０ ０ 

生物学科 4０ 3３ ６ ０ １ 

計 317 257 3９ ０ 2１ 



６連携大学院方式

連携大学院方式は、国立及び民間の試験研究機関と研究交流・連携を図叺大学院理学研究科に連携・

委嘱分野を設置し、その研究機関の研究者を委嘱又は、客二教授として招へいし、研究領域の多様化、豊

富化を通じて教育研究の高度化を図る制度である。

７外国人留学生数 (平１８．５．１現在）

－１９－ 

専攻名 連携､委嘱分野 連携研究機関名

物理学専攻

加速器科学

アクチノイド物理

量子計測

曰本原子力研究開発機構

高エネルギー加速器研究機構

曰本原子力研究開発機構

ＮＴＴ物性科学基礎研究所

地球物理学専攻 固体地球物理学 独立行政法人防災科学技術研究所

化学専攻
分離化学

菫 うじ 素化学

独立行政法人産業技術総合研究所

曰本原子力研究開発機構

地学専攻

地圏物質循環学
〃

地球内部反応
' 

独立行政法人産業技術総合研究所

独立行政法人国立環境研究所

独立行政法人産業技術総合研究所

独立行政法人物質、材料研究機構物質研究所

国籍 学部学生

大学院学生

博士課程

前期２年
の課程

後期３年
の課程

学部

研究生

大学院

研究生

特別

研究

学生

特別聴講

学生
計

韓国 ４ ７ 

スリ フ ン力 ３ ３ 

中国 ８ ５ 1０ ２ ２ 2７ 

バングラディシュ ３ ３ 

フィリピン １ ２ 

マレーシア １ 

ミヤンマ_ １ ２ 

モンゴル ２ ４ 

エジプト ２ ４ 

コンゴ ’１ 

インドネシア ２ ４ ６ 

タイ ２ ２ 

フ フ ンス １ １ 

アメリカ合衆国 ２ ３ 

ロシア １ 

ベトナム

インド １ ４ ５ 

ベルギー

ポーランド

オ フ ンダ

キルギス

イ フ ン １ 

計 ９ 1４ 4４ ２ ２ ７ 7８ 



科学研究費等

１２１世紀COE

平成17年度研究拠点形成費等補助金（研究拠点形成費） (単位：千円）

２平成17年度科学研究費補助金採択状況 (単位：千円）

－２０－ 

プログラム名 採択年度 交付金額 備考

大分子複雑系未踏化学 平成１４年度 176,000 

物質階層融合科学の構築 平成１５年度 152,000 

愉鰄群iWiIEよる鰯OﾗkH(鮒lｊ 平成１５年度 148,000 

研究種目名 件数 交付を受けた研究費 備考

特別推進研究 ４ 405,900 

特定領域研究’２２ 2440000 

特別研究促進費 18,800 

基盤研究（s） ５ 63,600 

基盤研究(A)一般 1３ 156,700 

基盤研究(A)海夕卜学術 ２ 28,400 

基盤研究(B)一般 3７ 195,800 

基盤研究(B)海タト学術 ３ 13,600 

基盤研究(c）一般 3７ 48,200 

基盤研究(c)企画調査 １ 3,500 

萌芽研究 2５ 37,200 

若手研究（A） ７ 461700 

若手研究（B） 2９ 36,800 

学術創成研究費 ３ 236,700 

小 計 189 1,535,900 

特ＢＵ研究員奨励費 6３ 59,300 

合計 252 1,595,200 



学術交流

１研究員等受入れ状況（平成１７年度）２外国人研究員等受入れ状況（平成１７年度）

４学術交流協定枝３平成17年度の教職員海外渡航状況

－２１－ 

種別 受入者数

外国人教師.講師 ０ 

日本学術振興会

タト国人招へい研究者 ５ 

外国人特別研究員 1８ 

二国間学術交流・その他 ０ 

客員研究罠

理学研究科・理学部外国人招へい研究者 ４ 

計 2８ 

種別 受入者数

民間等との共曰研究 ２ 

受託研究員 ３ 

受託研修員 ２ 

学振特別研究員（Ｐ．，．） ７ 

計 1４ 

協定大学等 締結年月曰

ｼﾄﾞﾆｰ大学(オーストラリア） 1993年１月８日

ﾍﾟﾝｼﾙﾍﾞﾆｱlI1l位大学(米国） 1988年１１月２９日

ﾒﾙﾎﾞﾙﾝ大学理学部(オーストラリア）
１９８８年３月１５曰
１９９３年２月２４曰更新

ユトレヒト大学生物学部(オランダ）
１９９３年７月２８曰
１９９７年３月更新

アラスカ大学フェアバンクス枝(米国）
１９９５年１月１２曰
１９９９年１月１２曰更新

ｻｾｯｸｽ大学(英国） 1997年３月１７日

ウーメオ大学(スウェーデン） 1997年８月１８日

ドルトムソト大学(ﾄﾞｲﾂ） 1999年３月２日

ｽﾗﾅﾘｰ工科大学(タイ） 1999年６月１８日

コペンハーゲン大学(ﾃﾞﾝﾏｰｸ王国） 1999年９月２０日

イリ／イ大学シカゴ枝(米国） 2000年５月１日

光り''１科学技術院(韓国） 2000年８月２１日

吉林大学(中国） 2001年３月１日

鳫門大学海洋環境科学院(中国） 2002年１２月６日

ﾁｭﾗﾛｿｺﾝ大学理学瓢(ﾀｲ） 2003年２月１４日

ｹﾞｯﾁﾝｹﾞﾝ大学化学研究科(ﾄﾞｲﾂ） 2003年６月２５日

ﾊｲﾃﾞﾙﾊ<ﾙｸﾞ大学化学研究科(ﾄﾞｲﾂ） 2003年８月１９日

聖南大学(中国） 2003年１０月１５日

韓国水産研究振興院 2004年３月３１日

ﾖｰｸ大学(英国） 2004年７月１９日

中国科学院南海研究所 2004年１０月４日

□ツア科学ｱｶﾃﾞﾐｰ極東支部

太平洋研究所 2004年１２月１３日

自動制御処理研究所 2004年１２月１３日

ﾍﾞﾄﾅﾑ国立大学ﾊ/ｲ枝ﾊﾉｲ科学大学 2005年５月３０日

韓国国立公ｌ１１大学大学院 2006年２月１日

種別 １ケ月未満 1ヶ月Ll上

国立大学法人 8４ ’２ 
文部科学省事業

２１世紀ＣＯＥプログラム 7８ ２ 

海外先進教育研究実践支援プログラム 0 ３ 

その他の文部科学省事業 ５ ０ 

その他 １ ０ 

その他の政府関係機関

曰本学術振興会 2２ 

科学技術振興機構 2８ ０ 

科学研究費補助金 226 

科学技術振興調整費 ８ ０ 

その他 3５ ２ 

その他

寄付金等 6８ ０ 

地方自治体 ０ ０ 

外国政府研究機関及び国際機関 1４ ０ 

私寶 1１ ０ 



予算

１平成17年度予算額

機械・器具 (平１８．３．３１現在）

備考：本調は、５０万円以上の品目である。

標本等
１標本

２実験生物系統保存

学術研究発表誌(○英文・和文）

○東北大学理科報告第１集（化学）年１回発行既刊巻数８１巻（2004）

○東北大学理科報告第２集（地質学）年２回発行既刊巻数６３巻２号（1996）

○東北大学理科報告第３集（岩石・鉱物学・鉱床学）年１回発行既刊巻数１７巻１号（1989）

○東北大学理科報告第４集（生物学）年１回発行既刊巻数４０巻４号（2000）

○東北大学理科報告第５集（地球物理学）年４回発行既刊巻数３７巻１号（2004）

○東北数学雑誌年４回発行既刊巻数５８巻１号（2006）

○東北大学理科報告第７集（地理学）年２回発行既刊巻数５４巻２号（2005）

○東北大学理科報告第８集（物理学・天文学）年３回発行既刊巻数２４巻１号（2003）

○核理研研究報告年１回発行既刊巻数３８巻（2005）

●東北大学理学部地質学古生物学教室研究邦文報告不定期既刊巻数９３号（1992）

○TohokuMathematicalPublications不定期既刊号数３１号（2006）

-２２－ 

区分’金額 備考

運営費 51834,208,671円

寄附金事業費 121,314,743 

受託研究實 421,872,703 

受託事業實 28,163,907 

預り補助金 44,502,000 

計 6,450,062,024 

資産区分 数量 金額 備考

機械及び装置 5４ 564,688千円

工具・器具及び備品 1,324 4,451,927 

車両その他の陸上運搬具 1７ 24,152 

計 1,395 51040,767 

保存数 標本点数 タイプ標本点数

古生物関係 1,138,000 8,710 

岩石・鉱物関係 276,600 

動物関係

(生態進化生物学講座） 300,000 8０ 

種類 保存数

騰乳動物由来の培養細胞 １５種

ハツカネズミ １３系統

ヤナギ科植物 200種



土地・建物

(平１８．４．１現在）

（単位：n㎡）

－２３－ 

土地 木造

建 延

建物

ＲＣ.Ｂ・Ｓ建

建 延

計

|建’ 延

理学研究科・理学部 青葉山地区敷地内 ３ ３ 16,696 64,332 16,699 64,335 

地震・瞳火子知
研究観測センター

〃 1,011 3,115 1,011 3,115 

原子核理学研究施設 富沢地区敷地内 682 682 3,464 6,563 4,146 7,245 

<県内〉

惑星圏女」|｜観測所 ▲４３，１１１ 172 235 5２ 5２ 224 287 

惑星圏蔵王観測所 ▲29,319 130 238 130 238 

惑星圏）|｜渡観測所 )||渡農場敷地内 6１ 6１ 6１ 6１ 

惑星圏米山観測所 ▲1,600 1０１ 1０１ 1０１ 1０１ 

釜房地震観測点 ▲１４４ ▲５ ▲５ ▲５ ▲５ 

１１１渡地霞観測所 )||渡農場敷地内

金華山地震観測点 12,238 ２ ２ ２ ２ 

若柳地霞観測点 ▲１００ 1２ 1２ 1２ 1２ 

蔵王火山観測点▲４９２ ６ ６ ６ ６ 

津山広帯地域地震観測点 ▲９ 

七ヶ宿火山観測点 ▲３４０ 

気仙沼総合観測線観測点 ▲１１２ 

地球物理学科第二大気境界
層観測所（小牛田地区）

▲1,038 1９ 1９ 1９ 1９ 

江島地震観測点 ▲１００ 1２ 1２ 1２ 1２ 

手倉山無線中継点 ▲１８１ ６ ６ ６ ６ 



－２４－ 

土地

建物

木造 ＲＣ.Ｂ・Ｓ建 計

建 延 建 延 建 延

<青森県〉

深浦地震観測点 ▲１００ 1２ 1２ 1２ 1２ 

階上地震観測点
▲４９ 

735 
４ ４ ４ ４ 

東通地震観測点 ▲１００ 1２ 1２ 1２ 1２ 

<岩手県〉

大東総合観測線観測所 ▲２１０ 

黒沢尻総合観測線観測点 ▲２００ 

花巻地殻変動観測点 ▲３７０ 

松）|｜火山観測点 ▲３６ 

岩手火山（松尾）総合観測点 ▲１４３ 2４ 3２ 2４ 3２ 

岩手山火山観測点 ▲４６５ 3６ 4６ 3６ 4６ 

岩手火山（西根）実験丼 ▲１４ 

岩手火山（滝沢）実験丼 ▲１４ 

三陸地震観測所 5,282 134 346 134 346 

三陸地震観測点 ▲１００ 1２ 1２ 1２ 1２ 

沢内地震観測点 ▲８２ ４ ４ ４ ４ 

相沢火山観測点 ▲１００ ６ ６ ６ ６ 

玄武洞観測点 ▲１０２ １２ 1２ １２ 1２ 

橋場観測点 ▲１００ 1２ 1２ 1２ 1２ 

男神山観測点 ▲１４５ 

遠野地震観測所
▲8,408 

4,613 
247 377 247 377 

普代地震観測点 ▲１１０ 1２ 1２ 1２ 1２ 
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±地木造

建 延

建物

ＲＣ。Ｂ、Ｓ建

建

計

|延｜建’ 延

姫神地殻変動観測点 ▲2,596 2８ 5７ 2８ 5７ 

宮古地殻変動観測点 ▲11112 1２ 1２ 1２ 1２ 

焼走火山観測点 ▲８０ ６ ６ ６ ６ 

沢内総合観測線観測点 ▲１８５ 

<秋田県〉

秋田地震観測所 1'053 253 337 253 337 

仁別地殻変動観測点 ▲1,106 4８ 4８ 8１ 8１ 129 129 

田沢湖総合観測線観測点 ▲２００ 

西木総合観測線観測点 ▲２００ 

五城目総合観測線観測点 ▲１００ 

本荘地震観測所 892 165 270 165 270 

ツ丼地震観測点 ▲1,551 3５ 5５ 3５ 5５ 

秋田焼山火山観測点 ▲１３３ 

大場火山観測点 ▲１４０ 

秋田駒ケ岳火山観測点 ▲１００ 

岩城地震観測点 ▲１００ 1２ 1２ 1２ 1２ 

男鹿地殻変動観測点 ▲1,935 4８ 4８ 8１ 8１ 129 129 

<山形県〉

温海地震観測点 ▲４４３ 3５ 5５ 3５ 5５ 

湯の台火山観測点 ▲１０５ 

鮭）|｜火山観測点 ▲１５２ 

飛鳥プレート活動
総合観測点

▲７８ ６ ６ ６ ６ 



－２６－ 

土地

建物

木造 ＲＣ.Ｂ・Ｓ建 計

建 延 建 延 建 延

白布火山観測点 ▲２０ 

酒田地霞観測点 ▲１００ 1２ 1２ 1２ 1２ 

村山地震観測点 ▲１１０ 1２ 1２ 1２ 1２ 

東根気象観測点 ▲３７ 

<福島県〉

惑星圏飯舘観測所 ▲24,092 102 150 102 150 

開発地理学研究所
（猪苗代地区） 990 208 208 208 208 

北阿武隈地殻変動観測点 ▲２５ 

いわき沖地震観測点
いわき沖

プラットホーム内

安達太良火山観測点 ▲１９２ 

磐梯火山観測点 ▲７８８ 

微温湯火山観測 点’ ▲２２０ 

南吾妻火山観測点 ▲２２ 

いわき地震観測点 ▲２５１ 

金山地震観測点 ▲２６ 

南会津地震観測点 ▲２６０ 

<新潟県〉

新発田地霞観測点 ▲１６９ 

佐渡プレート活動
総合観測点 ▲１３３ ６ ６ ６ ６ 

<栃木県〉

八溝地震観測点 ▲２５ 



備考： ▲印は借入数量（含無償）を示す。

※印は、神岡鉱山鉱区使用面積で外数である。

理学研究科・理学部及び地霞・噴火予知研究観測センター(青葉山地区)は、

青葉山地域敷地(工学部、薬学部等含む｡）763,934iTf内に含まれる。

原子核理学研究施設は、富沢地区敷地113,850,ｉｆ内に含まれる。

)||渡地震観測点及び惑星圏川渡観測所は、農学研究科附属農場敷地18,542,442,｢f内に

１
２
３
 

４
５
 

含まれる。

－２７－ 

土地 木造

建 延

建物

ＲＣ．Ｂ・Ｓ建

建

計

|延｜建’ 延

<岐阜県〉

液体シンチレータ
反ニュートリノ観測施設

▲６６６ 

※16,940 
1１１ 216 1１１ 216 

計
▲124,846 

25,803 
955 1,018 

▲５ 

23,262 

▲５ 

76,980 

▲５ 

24,217 
▲５ 

77,998 



設所在図施

青森③

岩手山

⑦ ⑦ 
③盛岡

⑧ 

③盛岡

⑧ 

②秋田

⑩ 
遠野

本荘

⑪ 

三陸
⑨ 

⑤④③ 

山形。

／仙台⑨
⑥①②」

飯舘⑨福島

⑫‐ ⑬ 

猪苗代

⑭ 

①青葉山地区

巨大分子解析研究センター

大気海洋変動観測研究センター

地震・噴火予知研究観測センター

ニュートリノ科学研究センター

惑星プラズマ・大気研究センター

自然史標本館

②富沢地区

原子核理学研究施設

③惑星圏女川観測所

④惑星圏米山観測所

⑥惑星圏Ⅱ|渡観測所

⑥惑星圏蔵王観測所

⑦岩手火山(松尾)総合観測点

③遠野地震観測所

⑨三陸地震観測所

⑩秋田地震観測所

⑪本荘地霞観測所

⑫惑星圏飯舘観測所

⑬開発地理学研究所

⑭液体シンチレータ

反ニュートリノ観測施設

（岐阜県飛騨市神岡町）

－２８－ 



東北大学大学院理学研究科

東北大学理学部

〒９８０－８５７８U台市青葉区荒巻字青葉６番３号

冠市外局番０２２（ダイヤルイン）

東北大学理学研究科・理学部

研究科長・学部長室

事務長室

事務長補佐（総務）

事務長補佐（会計）

専門職員（物理系担当）

専門職員（化学担当）

専門職員（総合学術博物館担当）

庶務係

人事係

学部教務係

大学院教務係

学生支援係

財務運用係

経理係

用度係

施設管理係

FＡＸ総務班７９５－６３６３

会計班７９５－６３６４

教務７９５－６３４５
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